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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本研究では、アトピー性皮膚炎などの慢性湿疹に対する6-formylindolo[3,2
-b]-carbazole (FICZ) の治療効果を検討した。まず、ヒト表皮細胞株を用い

て、芳香族炭化水素受容体 (Aryl hydrocarbon receptor; AHR）のリガンド

であるFICZが、AHRを介してフィラグリン産生を誘導することを見出した。

次に、アトピー性皮膚炎様モデルであるNC/Ngaマウスに、ネガティブコント

ロールとして白色ワセリン、FICZ軟膏、ポジティブコントロールとしてベタ

メタゾン軟膏を塗布して、各種軟膏の効果を検討した。すると、FICZ軟膏群

では皮膚炎症状、経皮的水分蒸散量、皮膚の肥厚が有意に改善していた。さら

に、各々の群での炎症性サイトカインの発現をリアルタイムPCR法で検討し

たところFICZ軟膏群でIL-22及びIFN-γが有意に減少していた。以上の結果は、

FICZがアトピー性皮膚炎などの慢性湿疹に対する新たな治療法の1つになり

得る可能性を示している。 
 
以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。各調査

委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を

行ったがいずれについても適切な回答を得た。 
 よって調査委員合議の結果、試験は合格とした。 
 


